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研究テーマ
１．固体降水粒子の鉛直分布と水の集中化プロセスに関する観測研究
２．降水粒子測定のための新しい気象観測機器の開発研究
３．衛星リモートセンシングの地上検証に関する研究

気象学研究分野では、地球規模の水循環モデルの構築、地球温暖化や気候変動予測、
天気予報の精度向上、水資源管理、農業生産性予測などに密接に関連する「降水現象」
について、雲の中の小さなスケールに注目して、観測的なアプローチで研究を行ってい
ます。特に、毎年にように災害が報告される集中豪雨やゲリラ豪雨をもたらす降水雲内
の水の集中化メカニズムの解明を目指して、梅雨から冬季の降雪まで、現場で現象を直
接観測し、真理を探究しています。

開発された新型ビデオゾンデ受信装置

全球降水観測計画主衛星の地上検証
（JAXAとの共同研究）

沖縄梅雨観測

衛星リモートセンシングのプロダクト検証と豪雨と雷の研究 （左は観測された降水粒子）

雲の中の降水粒子画像を捉える気球搭載型
ビデオゾンデ
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GPM/DPR
flagHeavyIcePrecip

↑Ｘ帯偏波レーダで観測された雨域と雷分布(X)
dBZ

2016年6月20日21:51にGPM主衛星が九州上空を通過した事例

←全球降水観測計画主衛星GPMによるflagHeavyIcePrecip
プロダクト分布

〜 雷の多い豪雨と雷のない豪雨は何が違うのか

沖縄本島に発達する積雲 山形・蔵王

開発された地上設置型降水粒子撮像システム

電子てんびん

雨粒や雪粒子
赤外線センサー

ストロボ

雨粒や雪粒子

CCDカメラ

雪片画像
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